
















学位記番号第 1 908 1 号
学位授与年月日 平成 16 年 12 月 22 日





教授福井希一 教授金谷茂則 教授原島 {チ久色
教授 卜部 格 教授小林昭雄 教授大竹久夫













(3) キマーゼが in vitro および ln V1VO において、マスト細胞増加に関与するサイトカイン stemcell factor (SCF) 
を遊離させること





















(3) キマーゼ、が in vitro および ln VIVO において、マスト細胞増加に関与するサイトカイン stemcell factor (SCF) 
を遊離させること
(4) キマーゼ、が in vitro において好酸球の遊走を促進すること
これらの知見は、マスト細胞キマーゼ、が急性皮膚炎の即時相および遅発相のいずれにも関与すること、また慢性皮
膚炎においては SCF のプロセシングを介したマスト細胞増加作用、および好酸球遊走促進作用により皮膚炎の増悪
化に関与することを示唆し、キマーゼ阻害剤がアトピー性皮膚炎治療薬として有効である可能性が示された。以上の
ように、本研究によって得られた成果は、キマーゼ、の作用を理解する上で重要な知見となっているだけでなく、広く
皮膚炎発症機構の理解に寄与するところが大きい。また皮膚炎を治療するうえでの応用的知見としても有用である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
? ??マ，
